
財務諸表等入力シートの社会福祉充実残額算定シートの「３．再取得に必要な財産」の(2)大規

模修繕に必要な費用における不具合の内容について 

 

■不具合の内容 

社会福祉充実残額算定シートの「３．再取得に必要な財産」の「（２）大規模修繕に必要な費

用」では、大規模修繕実績額が不明な場合、当該財産の貸借対照表価額を用いて費用を計算す

る仕組みとなっていますが、「３．再取得に必要な財産」に表示される財産が１行のみの場合、

当該財産の貸借対照表価額が正しく参照されず、（２）大規模修繕に必要な費用が正しく計算

されないという不具合が生じています。 

 

■該当するケース 

財務諸表等入力シートのバージョンが 2.00、2.01、2.02、2.03のいずれかの場合で、社会福

祉充実残額算定シートの「３．再取得に必要な財産」において、財産が１行のみで、大規模修

繕実績額に記載がない場合が該当します。 

財務諸表等入力シートのバージョンの確認方法については本文書の最後に記載しています。 

 

■不具合の詳細 

以下に不具合が生じる例について示します。 

社会福祉充実残額算定シート別添（財産目録）から社会福祉充実残額算定シートに転記され

る建物が１行のみの場合、社会福祉充実残額算定シートには以下のように表示されます。 

□社会福祉充実残額算定シート別添（財産目録） 

 

 

□社会福祉充実残額算定シート 

 

転記 



 

この状態において、「大規模修繕実績額」が空欄のままの場合「（２）大規模修繕に必要な費

用」において「※大規模修繕額が不明な場合」と見なされます（「合計額①」が“-”（ハイフン）

になります）。このとき、「貸借対照表価額（c）」には、当該財産の貸借対照表価額が表示され

るべきところですが、不具合により、関連の無い誤った額（63,190,900）が表示され、この額

を用いて「合計額」が計算されてしまいます。 

 

 

 

 

 

 

  

自動計算 

「大規模修繕実績額」が空欄のままの場合、

「（２）大規模修繕に必要な費用」において「※

大規模修繕額が不明な場合」と見なされます。 

「貸借対照表価額（c）」には、当該財産の貸借対照表

価額が表示されるべきところですが、不具合により、

関連の無い誤った額（63,190,900）が表示され

この額を用いて「合計額」が計算されてしまいます。 



財務諸表等入力シートのバージョンの確認方法 

 

財務諸表等入力シートのバージョンはトップページ右上に表示されています。 

下の図の例では「2.03」となります。 

 

 


